
       

       

教福第１２２９号  

       令和４年１０月３日  

令和５年度任期付教職員 

及び臨時的任用教職員選考検査受検者 各位 

 

山梨県教育庁福利給与課長 

（ 公 印 省 略 ） 
 

任用に伴う給与関係書類の作成について（通知） 

 

 このことについて、任用時の給与事務手続に必要となる書類について、別添記入方法や記入

例等を熟読のうえ作成し、期日までに提出してください。なお、書類により、提出時期が異な

りますので、御留意願います。 

 

１ 提出書類 
 

○ 令和４年１２月９日（金）までに提出（厳守） 
 

（１）給与決定関係 

・山梨県教育職員給与カード 

・所有するすべての教員免許状及び栄養士・管理栄養士の資格証の写し等 

・更新講習修了確認証明書の写し（該当者のみ） 

・最終学歴の卒業証書の写し又は卒業(見込)証明書 

・職歴証明書（任用前に職歴がある者のみ） 

 
（２）その他 
・提出書類確認シート 

 

○ 採用予定連絡後、別途指定する期限までに提出（様式は令和４年１２月１１日

面接検査時にお渡しする予定です。） 
 

（３）給与支給関係 

・給与等口座振込依頼書  

・端数・給付金口座確認書 

 
 

 

  

 
 

山梨県教育庁福利給与課 

給与公災担当 

〒400-8504 

甲府市丸の内1－6－1 

電話：055-223-1756 

※発行（証明）日が令和４年１月以降のもの 
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１.山梨県教育職員給与カード記入方法 

 

○ 全体的な注意事項 
・「山梨県教育職員給与カード」は令和５年４月からの初任給を決定するための書類です。学歴、経験

によって級号給が決定されますので、記入漏れや誤りがないようにしてください。 

・記入にあたっては、黒インクのボールペンを使用して作成し、誤った場合は、修正液で修正してくだ

さい。（消えるボールペン不可） 

・次の①～⑬のとおり記入してください。（別紙[記載例]の各項目にも同じ番号が付されていますので、

参考にしてください。） 

 

①【左上空欄】 

 ・上段に採用校種・教科、下段に受検番号を記入してください。 

  （記入例） 

「高・数学」、「高・英語」、「中・社会」、「特中・保健体育」、「特小」等、小学校は「小」、 

栄養教諭は「栄養教諭」 

 
②【連絡先】 

 ・上段及び下段２カ所に自宅と携帯の電話番号を記入してください。 

 
③【氏名】 

 ・令和５年４月１日時点での氏名、ふりがな（ひらがなで）を記入し、性別を○で囲んでください。改

姓が見込まれる場合には改姓後の氏名を記入してください。 

 

④【生年月日】 

 ・記載例を参考に記入してください。 

 

⑤【本県の正規職員としての採用年月日】 

 ・「Ｒ５年４月１日」と記入してください。 

  

⑥【職名等】 

・該当する職名を○で囲み、その下の年月欄には、上段に「５」下段に「４」と記入してください。 

・教諭採用者＝「教諭」、養護教諭採用者＝「養教」、栄養教諭採用者＝「栄教」 

 

⑦～⑨共通の注意点 

現在、学校等に在学中であり、令和５年３月に卒業見込又は修了見込の方も、見込とは書かず、「卒」

又は「修（または修了）」と書いてください。 

  

⑦【基準学歴】 

・次の例を参考に記入してください。 

（記入例） 

最終学歴が大学卒者・大学院修了者＝「大学卒」 短大卒者＝「短大卒」 高校卒者＝「高校卒」 

 

⑧【学歴区分】 

 ・次の中からあてはまる最終学歴区分を記入してください。なお、特殊教育特別専攻科等を修了した方

は、「大学専攻科卒」と記入してください。 

   （記入例） 

「博士課程修了」、「修士課程修了」、「専門職学位課程修了」、「大学６卒」（修業年限６年の大

学）、「大学４卒」、「短大３卒」（３年制の短大卒業）、「短大２卒」（２年制の短大卒業）、 

「高校３卒」 
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⑨【基礎学歴】 

 ・全ての者が「高校３卒」と記入してください。 

 

⑩～⑪共通の注意点 

学歴及び経歴欄については、記載例を参照し、小学校から空白期間及び重複期間がないように月ごとに

記入してください。卒業、就職等の日付は不要です。 

 

⑩【学歴】 

（１）［学校名］ 

 ・小学校から最終学歴までの全てを記入してください。 

・山梨県内の学校名は短縮形で構いませんが、山梨県外にある小、中、高等学校の場合には学校名の前

に都道府県名を記入してください。(例：○○県 △△小学校) 

・高校卒業後、大学等に入学するための予備校または浪人中の期間がある場合は、学歴欄ではなく経歴

欄（記載例の経歴欄最上段を参照）に「在家庭」と記入してください。 

・大学等に在学中に就職し、学歴と経歴の期間が重複している場合は、どちらの欄にも記入してくださ

い。 

・次のような場合も記入してください。 

大学等で卒業しなかった 

専門学校や各種学校及び国外の学校に入学・卒業した 

研究生、聴講生、又は科目等履修生（通信教育も含む）等として在籍した 

 

（２）［実修学期間］ 

 ・在籍した学校ごとに入学及び卒業（修了・退学）年月を記入してください。 

 

（３）［実修学年月］及び［課程年月］ 

 ・次の例を参考にして、学校ごとの修学すべき課程の年月を「課程年月」欄に、実際に修学した年月を

「実修学年月」欄に記入してください。なお、短大、専門学校卒業の場合は正規課程が何年なのか確

認し、記入してください。 

   例１：４年制の大学で１年間休学等した場合、実修学年月欄＝５年 課程年月欄＝４年    

例２：４年制の大学に入学したが卒業せずに２年間で中退した場合には、実修学年月＝２年（中退

した学年）課程年月＝４年 

例３：学校を途中で転校した場合、実修学年月＝実際に在籍した年月、課程年月＝卒業した学校の

みに記入 

 

⑪【経歴】 

（１）［職場名］、［職務内容］ 

 ・学歴欄と同じように、全て月単位で記入してください。 

・公的・民間、教育関係・一般職等を問わず高校卒業後（最終学歴取得後ではなく）から令和５年３月

までの間で、学歴欄に記入していない期間の全てを経歴欄に記入してください。（高校卒業後から令

和５年３月までの全期間を、学歴欄と経歴欄を併せて、必ず月単位で空白期間がないように埋める。） 

・仕事をせず、学校にも在籍していない期間は「在家庭」と記入してください。 

 

（２）［実期間］ 

 ・全て月単位で記入し、学歴欄と併せて空白期間又は重複期間がないように記入してください。 

 

（３）［実年月］ 

 ・次の例を参考に記入してください。 

 例１：令和３年５月 ～ 令和３年９月  ＝  ０．５（５か月） 

 例２：令和３年５月 ～ 令和４年６月  ＝  １．２（１年２か月） 
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〈経歴を記入する際の注意点〉 

職歴が同時期に重複した場合は、優先順位の高いもの（下表①→②→③）のみを記入してください。た

だし、①及び②については、職歴証明書（別添）の提出が必要です。提出できない場合は、③と同様の扱

いになります。山梨県教育委員会採用の任期付教職員・臨時的任用教職員（期間採用教職員・代替教職員）

については、発令通知書の写しを提出すれば、職歴証明書の提出は不要です。 

 

任期付教職員、臨時的任用教職員（期間採用教職員・代替教職員）等で同一所属・同じ任用種別で月単

位で連続していれば、次の例のように、合算して記入します。 

例１：Ａ学校で期間採用 任用期間H31.4.1～R2.3.27、R2.4.1～R3.3.31 

→ Ｈ３１．４～Ｒ３．３ 

  例２：Ｂ学校で代替 任用期間R4.4.17～R4.7.24産休代替、R4.7.25～R5.3.25育休代替 

→ Ｒ４．４～Ｒ５．３ 

 

〈月のカウント方法の注意点〉 

 

 月の中に１日でも任用期間があれば、 

勤務月として扱います。右の例では、 

２月２８日から代替でも実期間は変わ 

りません。 

 月の中途で「職種等の例」に変更が 

あった場合には、順位の高いものが優 

先されます。 

 
 
⑫【免許資格】 

 ・教職員免許法上の免許で同じ校種、科目等の免許を複数所持している場合には上位免許のみを記入し

てください。（例：小１種と小２種を所持しているのであれば、小１種を記入） 

 ・取得済のものについては年月日を、取得見込のものについては年月を記入してください。  

・特別支援学校教員免許状を所持している場合は、科目欄に領域を記入してください。（例：視覚・聴

覚・知的・肢体・病弱） 

・臨時免許についても記入してください。 

⑬【本人印】 

 ・忘れずに押印してください。 

 

○裏面 右上の氏名を記入してください。 

順位 職種等の例 注意事項 

① ・常勤の教員  

・非常勤講師（勤務時間週30時間以上又は授業

時間週15時間以上） 

・任期付教職員・臨時的任用教職員（期間

採用、代替）含む 

・市町村教委の任用も含む 

② ①以外で 

・正社員又は正規職員（民間企業、公務員等 

 ※共済、社会保険加入期間に限る） 

・非常勤講師（勤務時間週20時間以上30時間未

満又は授業時間週10時間以上15時間未満） 

・市町村教委の任用も含む 

③ ・パート・アルバイト等 

・任用期間が21日未満の市町村教委の教員等 

・非常勤講師（勤務時間週20時間未満又は授業

時間週10時間未満） 

・在家庭 

・複数校で任用された非常勤講師について

は、授業時間合算可（職歴証明書を各々

提出のこと） 

非常勤講師

【給与カードの実期間】
在家庭 ～26・1
代替 26・2～26・3

26・4～

代替 在家庭在家庭

非常勤講師

H26年2月 3月 4月

～2月9日在家庭
2月10日～代替

～3月25日代替
3月26日～在家庭

～4月6日代替
4月7日～非常勤講師

 

～4月6日在家庭 

4月7日～非常勤講師 
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下の表のとおり、該当するものについて写し（サイズはＡ４に揃えること）又は原本を提出してくださ

い。なお、「山梨県教育職員給与カード」の免許資格欄に記入したものについては、必ず提出してくださ

い。 

 

取得済の教員免許・資格証 

・サイズはＡ４版に揃えて写しを提出する 

・教員免許更新制の対象で、更新講習修了者は、「更新講習修了確

認証明書」の写しも提出する 

令和５年３月３１日までに 

取得見込の教員免許・資格証 

・取得見込証明書、又は取得に必要な単位取得見込証明書の原本を

提出する 

 

２．最終学校の卒業又は卒業見込証明書 
下の表のとおり、該当するものについて原本（卒業（修了）証書は写し）を提出してください。なお、

発行（証明）日は令和４年１月以降のものとしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 大学を複数回卒業（学士取得）している場合は、学士を取得した全ての大学について 

卒業証明書を提出してください。 

※ 既に卒業（修了）しているものについては、卒業（修了）証明書の代わりに、卒業（修了）

証書の写しも可とします。 

大学院在学中の者 

・大学の卒業証明書 

及び 

・大学院の修了見込証明書 

大学在学中の者 ・大学の卒業見込証明書 

大学専攻科在学中の者 

・大学の卒業証明書 

及び 

・大学専攻科の修了見込証明書 

大学院修了者 

（専門職学位課程修了含む） 

・大学の卒業証明書 

及び 

・大学院の修了証明書 

大学卒業者 

・大学の卒業証明書 

※３年次編入後、大学を卒業した場合 

・短期大学の卒業証明書 

    及び 

・四年制大学の卒業証明書 

大学専攻科修了者 

・大学の卒業証明書 

及び 

・大学専攻科の修了証明書 
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３．職歴証明書提出にあたり留意すべき事項 
「職歴証明書」は「山梨県教育職員給与カード」の経歴として記入した内容を確認するための書類で

すので、勤務先で証明してもらってください。職歴は、職歴歴明書が添付されている場合に限り、給与

決定上有利な扱いをすることができます。正当な理由がなく、提出期限を過ぎて提出した場合は、給与

決定上考慮しませんので、注意してください。 

 

職歴証明書の提出の要否 

職歴証明書 

＜提出必要＞ 

P.3「経歴を記入する際の注意点」①、

②に該当する職種等 

山梨県教育委員会採用の任期

付教職員・臨時的任用教職員

（期間採用教職員・代替教職

員）は発令通知書の写しで可 

職歴証明書 

＜提出不要＞ 

P.3「経歴を記入する際の注意点」③に

該当する職種等 

 

 

・発令通知書の写しを紛失した場合は、職歴証明書が必要となります。 

  ・非常勤講師は、発令通知書の写しではなく、職歴証明書を提出してください。 

（山梨県教育委員会が採用した場合も同様） 

  ・職歴証明書の「社会保険（共済組合）の加入の有無・期間」欄は必ず記入してください。記入が

ない場合には、原則として、その部分を記載した証明書の再提出が必要です。 

  ・職歴証明書の様式は、必ず今回ダウンロードした様式を使用してください。 

  ・証明者については、指定しませんが、原則として任用されていた各学校（企業）に問い合わせて

ください。 

  ・山梨県内の学校で証明不可能な場合、県義務教育課人事担当（055-223-1757）で証明できる場合

があります。 

  ・職歴証明書の記入例についても、証明者に送付してください。 

  ・職歴証明書は、証明者が記入・証明するものになります。そのため、証明を受ける者の氏名、ふ

りがな、生年月日、性別以外は空欄のまま証明者へ送付してください。 

  ・同じ勤務先であっても、勤務形態（常勤・非常勤）、採用にあたっての教員免許の必要の有無、

勤務時間（授業時間）、社会保険の加入の有無など、勤務条件が異なる期間がある場合には、証

明書を分け、それらの違いがわかるようにしてください。 
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４．給与支給関係の書類について 
山梨県から給与を支給するためには、２種類の口座を登録する必要があります。給与支給関係書類は、

令和４年１２月１１日（日）に実施される面接検査の際、会場にてお渡しします。 

採用予定連絡後、別途指定する期限までに必ず提出して下さい。 

 

 

５．問い合わせ先 
 

 

 

 

 

 

給与決定・支給関係 

（給与カード・職歴証明書等） 

教育庁福利給与課給与公災担当 

電話：055-223-1756 

※電話で問い合わせる際には、必ず最初に受検番号、氏名、校種（小学校、中学校等）を伝えてください。 
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⑪ 　 経 　 　 　 歴 　 （ 　 採 　 用 　 時 　 ま 　 で 　 ）

校 長

副 校 長

教 頭

・ ・ ・

H
２

６
・

１
０

～
R

５
・

３

学
校

名

山
城

小

新
田

小

実
修

学
期

間

在
家

庭

－
－
－

－
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算
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月
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月
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換
算

率 割
月
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学
年

月

H
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・
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0
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中
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・

山
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大
学

専
攻

科
卒

・
・

～
・

・
～

・

・ ・

⑫ 免 許 資 格
特

一
種

知
的

H
1

9
.3

.2
4

高
一

種
地

理
歴

史
H

1
9

.3
.2

4

中
専

修
社

会
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2
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.3
.2

4

小
専

修
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2
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養 教
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－
－
－
－
－
－
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－
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本
人

印

山 梨

Ｒ
5

年
　

４
 月

  
 １

日

－
－

正
規

教
員

営
業

（
正

規
）

勤
務

校

職
務

内
容

実
年

月
実

期
間

割

換
算

年
月

換
算

率

年
　

　
　

月

・

1
 .
 0
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月

職
場
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～
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・
～

・
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株

）
山

梨
商

事

静
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市
立

静
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中

吉
田

高

H
１

３
・

４
～

H
１
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・

３

H
２

０
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４
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H
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１
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２

１
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４
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２
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H
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３
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４
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４
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５
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H
２

５
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４
～

H
２

６
・
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基

礎
学

歴
高

校
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卒
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学
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攻
科

卒

・・ ・・ ・・

・・

・

0
 .
 1

0

・ ・

・・

８
 .
 6

・

朝
日

小

朝
日

小

在
家

庭

代
替

教
員

1
 .
 0

1
 .
 6

1
 .
 0

期
間

採
用

非
常

勤
講

師

学
校

訪
問

調
査

員

初
任

給
決

定

・ ・・ ・

・

・
～

・

（
計

）
・

～
・

・

・ ・

・・

・
～

・
免

許
資

格
科

　
目

・
～

・

・
～

・
・

・
～

・

・
・

0
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0

特
記

事
項

・

取
得

年
月

日
取

得
年

月
日

0

・

年

6

3
0

3

・・・

5
0

4
0

1

0

3

記
載

例

⑩ 学
歴

・校
名
は
短
縮
形
で
も
よ
い
。

・専
門
学
校
、
各
種
学
校
の
場
合
も

記
入
す
る
。

・通
信
教
育
（卒
業
・修
了
）の
場
合

も
記
入
す
る

・研
究
生
、
聴
講
生
、
科
目
等
履
修

生
の
場
合
も
記
入
す
る
。

・短
大
・専
門
学
校
卒
業
の
場
合
は

正
規
課
程
が
２
年
か
３
年
か
確
認
す

る
こ
と

⑬
本
人
印
を
忘
れ

ず
に
押
し
て
下

さ
い
。

記
入
不
要

⑦ 基
準
学
歴

大
学
卒
（
大
学
院
修
了
者
含
む
）

短
大
卒

⑫ 免
許
資
格

・教
育
職
員
免
許
法
上
の
免
許
の
み

記
入
す
る
。

・取
得
見
込
み
の
免
許
も
記
入
す
る
。

(年
月
ま
で
で
可
）

記
入
不
要

記
入
不
要

⑪ 経
歴

・高
校
卒
業
後
（基
礎
学
歴
取
得
後
）
の
経
歴
に
つ
い
て

す
べ
て
月
単
位
で
空
白
期
間
の
な
い
よ
う
に
記
入
す
る
。

・空
白
の
期
間
は
す
べ
て
在
家
庭
で
記
入
す
る
。

注
意
点

・
代
替
教
員
の
場
合
、
発
令
が
異
な
っ
て
い
て

も
、
同
一
所
属
で
月
単
位
で
連
続
し
て
い
れ
ば
、

１
件
と
し
て
扱
う
。
（
例
：
産
休
→
育
休
）

記
入
不
要

⑧ 学
歴
区
分

博
士
課
程
修
了

修
士
課
程
修
了

専
門
職
学
位
課
程
修
了

大
学
６
卒

大
学
専
攻
科
卒

大
学
４
卒

短
大
３
卒

短
大
２
卒

① 上
段
：
校
種
・
教
科

下
段
：
受
検
番
号

職
歴
証
明
書
が
必
要

同
時
に
複
数
校
で
や
っ
て
い
る

場
合
は
、
す
べ
て
必
要

○
で
囲
む
。

予
備
校
・
浪
人
は
経
歴
欄
の
上

段
に
「
在
家
庭
」
と
記
入
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分
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容
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休
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・
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区
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間

年
月

数
又
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数
換

算
率

換
算

年
月

数

～

氏 名 改

職
　
員
　
番
　
号

山
梨
　
太
郎

４
　
　
　
　
月

７
　
　
　
　
月

1
0
　
　
　
　
月

種
別

号
　
　
給

給
　
与
　
記
　
録
　
（
切
替
、
訂
正
、
昇
給
、
特
昇
等
）

種
別

号
　
　
給

種
別

号
　
　
給

種
別

号
　
　
給

採
用

1
9

2
0

１
　
　
　
　
月

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
87 8 9 1
0

1
1

1
2月

年
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記
入
す
る



・

（担当者　○○　○○　）

（担当者　　　　　　　　　）

１ 教職員（他県・私立・臨時教員を含む）

２ その他公務員（臨時職員を含む）

３ 民間会社

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１ 正規 ２　非正規 ３　その他（　　　　　　　　　　）

１

（勤務） １日平均： 3 時間  分（１週平均： 15 時間  　分）

（授業） １日平均： 2 時限  （１週平均： 10 時限  ）

50 分）

※　教職員の場合は授業時限数、授業１回の時間も必ず記入すること

１ 単独授業 ２　支援員

３ チームティーチング（指導計画等に参画している場合に限る）

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

20 ・ 4 ・ 1 ～ 21 3 ・ 25

・ ・ ～ ・

・ ・ ～ ・

年 月 日から

年 月 日まで

上記のとおり相違ないことを証明する。

令和 4 年 12 月 1 日

甲州市○○○１２３　甲州市立○○中学校

校長　○○　○○

勤務先所在地・名称

代 表 者 氏 名

山梨　太郎

やまなし　たろう

62 10

　甲州市立○○中学校

　甲州市○○○１２３

　０５５３－○○－○○○○

社 会 保 険 （ 共 済 組 合 ）
有　・　無

S･H･R

の 加 入 の 有 無 ・ 期 間 S･H･R

連 絡 事 項

S･H･R S･H･R ・

S･H･R S･H･R ・

　※勤務先が教職員の場合

勤 務 期 間 職　　名 職 務 内 容 （ 具 体 的 に 記 入 ）

S･H･R S･H･R ・ 非常勤講師 2年生の授業（数学）を週10時間担当

２　非常勤

採 用 に あ た っ て の
有　・　無

教 員 免 許 必 要 の 有 無

勤 務 時 間

主 な 授 業 形 態

勤 務 先

名称及び部課名

所 在 地

電 話 番 号

証 明 先 名称及び部課名

授業１回の時間（１時限：

※勤務先と異なる場合 電 話 番 号

勤 務 先 の 種 類

雇 用 形 態

勤 務 形 態 常勤

職　歴　証　明　書

受検番号 ＊

ふ り が な 性 別 男 女

氏 名 生年月日
昭和

年 月 日
平成

1

kiny記入例１
（教育関係職員：非常勤講師）

印

・職歴証明書と記入例を証明先へ渡してくだ
さい。
・証明先で太線内を記入してください。
・勤務形態や教員免許の必要の有無、勤務時
間
など勤務条件が異なる期間がある場合には

必ず押印してください。

社会保険（共済組合）については
必ず記入してください

できるだけ具体的に（担当教科、
週あたりの担当時間）記入してく
ださい。

職務内容における免許の要否で記入してください。
（免許が必要とはいえない例）
　有している免許は「中学・理科」だが、
　職務内容は「中学・数学」のチームティーチング

不明点等あれば問い
合わせることがあるの
で、担当者を記入して
ください。



・

（担当者　　　　　　）

（担当者　○○　○○　）

１ 教職員（他県・私立・臨時教員を含む）

２ その他公務員（臨時職員を含む）

３ 民間会社

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１ 正規 ２　非正規 ３　その他（　　　　　　　　　　）

１

（勤務） １日平均： 8 時間  分（１週平均： 40 時間  　分）

（授業） １日平均： 時限  （１週平均： 時限  ）

分）

※　教職員の場合は授業時限数、授業１回の時間も必ず記入すること

１ 単独授業 ２　支援員

３ チームティーチング（指導計画等に参画している場合に限る）

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

22 ・ 4 ・ 1 ～ 25 3 ・ 31

25 ・ 4 ・ 1 ～ 27 3 ・ 31

・ ・ ～ ・

22 年 4 月 1 日から

27 年 3 月 31 日まで

上記のとおり相違ないことを証明する。

令和 4 年 12 月 1 日

東京都○○○区○○○○　株式会社○○○○

社長　○○　○○

職　歴　証　明　書

受検番号 ＊

ふ り が な やまなし　はなこ 性 別 男 女

電 話 番 号 　０５５－○○○－○○○○

証 明 先 名称及び部課名 　株式会社　○○○○

※勤務先と異なる場合 電 話 番 号 　０３－○○○○－○○○○

10 月 1 日
平成

勤 務 先

名称及び部課名 　株式会社　○○○○　山梨支社

所 在 地 　南アルプス市○○○４５６

氏 名 山梨　花子 生年月日
昭和

62 年

勤 務 時 間
授業１回の時間（１時限：

主 な 授 業 形 態

　※勤務先が教職員の場合

勤 務 期 間 職　　名 職 務 内 容 （ 具 体 的 に 記 入 ）

勤 務 先 の 種 類

雇 用 形 態

勤 務 形 態 常勤 ２　非常勤

採 用 に あ た っ て の
有　・　無

教 員 免 許 必 要 の 有 無

S･H･R S･H･R ・ 開発職 製品の開発職に従事

S･H･R S･H･R ・ 営業職 製品の営業職に従事

連 絡 事 項

勤務先所在地・名称

代 表 者 氏 名

S･H･R S･H･R ・

社 会 保 険 （ 共 済 組 合 ）
有　・　無

S･H･R

の 加 入 の 有 無 ・ 期 間 S･H･R

印

・職歴証明書と記入例を証明先へ渡してくだ
さい。
・証明先で太線内を記入してください。
・勤務形態や教員免許の必要の有無、勤務時
間
など勤務条件が異なる期間がある場合には

必ず押印してください。

社会保険（共済組合）については
必ず記入してください

不明点等あれば問い
合わせることがあるの
で、担当者を記入して
ください。



受検番号

令和５年度選考検査受検者　給与決定関係提出書類確認シート   

校種等
（該当するものに○）

受 検 番 号

氏    名

連  絡  先
（本人と直接連絡が取れる番号）

※　太枠内の記入をお願いします。

提出書類一覧

チェック

合計

　　　　　　枚

合計

　　　　　　枚

※

※ ここに記載されている書類以外は、今回の提出書類ではありません。採用予定連絡後の提出となります。

給
与
決
定

書 類 の 名 称 備考（何も記入しないでください）

小学校　　　　中学校　　　　高等学校

特別支援学校　　　　　養護教諭　　　　　栄養教諭

今回、提出する書類について、チェック欄に○をつけてください。ただし、②と⑦については、枚数を記入してくださ
い。

⑤大学専攻科　修了見込証明書・修了証明書（該当者のみ）

⑥大学院　修了見込証明書・修了証明書（該当者のみ）

⑦職歴証明書・発令通知書の写し

①山梨県教育職員給与カード

②教員免許状及び栄養士・管理栄養士の資格証の写し、教員免
許・資格証の取得見込証明書又は単位取得見込証明書

④大学・短期大学　卒業証書の写し又は卒業（見込）証明書

③更新終了確認証明書の写し（教員免所更新制対象者）

令和４年１２月９日（金）必着



◎ダウンロード書類及び提出書類一覧

区分 書類名
ダウンロード

書類
１２月９日

までに郵送
検査当日
持参書類

検査当日
受け取り資料

採用予定
連絡後、提
出（期限は
別途指定）

担当課

令和５年度採用 山梨県公立学校期間採用教職員等選考検査受検票
※裏面の自己紹介書を記入すること ○ ○

面接検査用 受検番号カード
※書類選考検査のみの方には送付していません ○ ○

健康チェックシート ○ ○

令和５年度採用　期間採用教職員(臨時的任用教職員)・任期付教職員
の
選考検査受検者への連絡及び必要書類の提出について

○

申込書No.２　（作文） ○ ○

臨採カード　（提出が必要な方のみ） ○

免許状の写し、取得見込証明書の原本、
更新講習を修了した者にあっては更新講習の確認証明書の写し ○

健康診断書（有効期限：令和４年１０月１日から令和５年３月３１日までに
受診したもの） ○

「任用に伴う給与関係書類の作成について」 ○

山梨県教育職員給与カード記入方法 等 ○

山梨県教育職員給与カード　（両面印刷・短辺とじ） ○ ○

山梨県教育職員給与カード記載例 ○

所有するすべての教員免許状及び栄養士・管理栄養士の資格証の写し
等
更新講習修了確認証明書の写し　（該当者のみ）

○

最終学歴の卒業証書の写し又は卒業（見込）証明書 ○

職歴証明書　（提出は該当者のみ） ○ ○

職歴証明書記入例 ○

給与等口座振込依頼書（３枚複写） ○ ○

端数・給付金口座の登録について ○

端数・給付金口座確認書 ○ ○

口座関係記入例　（一式　ホチキス止め） ○

提出書類確認シート ○ ○

　　任用にあたりダウンロードする書類、及び提出する書類は次のとおりです。

人
事
関
係
書
類

義務教育課
人事担当

℡055-223-1757

給
与
関
係
書
類

福利給与課
給与公災担当

℡055-223-1756

教諭受検予定者


